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１ 研究の概要 魚卵に対し沿面放電処理することで孵化酵素処理を加速し、魚卵卵膜の軟化 

と除去を促進する技術を確立する。 

２ 研究の目的と背景  

海産魚の養殖技術開発の上で深刻な課題となっている魚卵卵膜の軟化、除

去について、申請者は放電技術を利用し、簡便でかつ大量の魚卵卵膜を軟

化、除去可能な処理技術の確立を目指す。具体的な手段としては、放電の電

気的刺激により魚卵内部へ薬剤の膜透過を行う。 

３ 研究内容 

（１）沿面放電を用いた魚卵卵膜処理装置の開発(URL) 

 導入物質に10kDaの蛍光分子(FITC-Dextran)を用いて、スマ魚卵に沿面放電

処理を行い、孵化した稚魚の体内に蛍光分子が導入される確率を評価し、そ

の高導入効率化のための処理条件最適化を実施した。その結果、孵化稚魚

中で蛍光分子が導入された稚魚数は、40%以上という結果を得た。また1%トリ

プシンに浸した魚卵を沿面放電処理することで、沿面放電処理なしとの孵化

時間の比較と、卵膜の軟化度合いを評価した。その結果、卵膜軟化を確認し

た。 

４ 本研究が実社会にどう活かされるかー展望 

魚卵内部に物質を導入するための既存の手法は、職人技とも呼べるマイク

ロインジェクションを用いた手作業によって行われている。本研究成果

が実用化されると、魚卵への大量一括導入処理が実現し、家内制手工業か

ら工場制機械工業へと変化した、産業革命同じ規模の変革が、水産業に

起こると予想される。 

５ 教歴・研究歴の流れにおける今回研究の位置づけ 

本事業者は、プラズマの農水産応用に関する研究に従事している。本研究は

水産分野で課題となっており、マイクロインジェクションの代替技術として沿面

放電を用いた新しい処理法を提案し、実用化に向けた研究を推進した。 
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７ 補助事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

沿面放電処理装置 

 

 

 

 

 

 

 

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

特になし 
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